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Z 石 炭 I~ j椅の諸型式
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般のj貯炭場では単位関f1l当り 2.5 t , 1 年間 10 回転として年間
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のJrf炭能力 25t /m ' となる。手絞の場合にはこの ~ 程度で
2 3 

ある。段簡の多少(粘結性，カロリ ー，業者別)によって貯炭場の

効率を支配されること が多い。 貯炭場の形状はト ラ ンスポータ

一幸11mには短(く)形が使利であり，幅員は 30m -100 m が適当

である。

5 荷役機械

(1) ベノレ ト コ γベヤ 筏橋またはカー ダンパで取扱う石炭の

述織に利用する 。

ベル トの楓 (mm) 450 600 900 1,200 

能力 t/h 60 125 400 900 

最大限 m 180 220 220 260 

わが闘では 300-800t/h のものが多い。ベルトの許容し得る

傾斜は 17
0

，粉炭の場合は 20。でよい。普通はプム製であるが，

鋼を用いたものもある。

(2) トラ γスポータ一 能力はグラブの遂搬能力で定まる。

グラブの容量は普通 3-5t である。

グラ ブの容量; 能力 (t/h )

2 t 以下 40-100 

2.5-4 t 100-250 

5 t 250-300 
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形式は

ロ ー プ ト ロ リー 併進簡単
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マントロ リー 操作が容易

リクレーミング クレーン 桝i貨は複雑であるが能力は

大きい。普通ベノレトコンベヤを師nえグラプの走行を省隠

する。

1 日 の可動時間 7.5-8 時間

年間の可動日数 300 日

(3) ロー ダー

はしけ敏の場合 100-200t/h 

汽船積の場合 300-800 

実働能力は公称能力の 70-80 % である。

形式

固定式設備は簡単である。ある程度は回転して船のハッチ

に合わせるが， 船が小さければ船の方を移動させる必要がある。

可動式 紛を移動させる心配はない， 移動用の走路が必要で

ある。

6 船積方法

人力(肩荷役)有lì llj) としてトロ ， リヤカーを使用する。

川 重 力式

現在わが国にあるものは高架機橋(直敏俊橋)を岸壁治いに設
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